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に 伴う 生存 率 の 低下 
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Abstract In Nagano City and Ueda City, Nagano Prefecture, a threatened lycaenid butterfly, Plebejus argyrognomon 
was observed to lay eggs on and feed on the non-native host plant, Melilotus officinalis alba, which was naturalized from 
Central Asia to Japan. Larvae reared on M. officinalis alba could be reared to adult stage by indoor breeding. The survival 
rate was 2.8% reared on M. officinalis alba and 83.3% on the native host, Indigofera pseudo-tinctoria. Furthermore, the 
developmental period from the early larval stage to the pupa was 61.5 days (n=2) reared on M. officinalis alba and 


34.6+2.4 days (n=5) on I. pseudo-tinctoria. These results suggest that the invasion of M. officinalis alba might reduce 
the survival rate of P. argyrognomon. 


Key words Reduce, threatened butterfly, Plebejus argyrognomon, non-native host plant Melilotus officinalis alba, mtDNA, 
Nagano. 


は じ め に 


か つて は 中 部 地方 の 普通 種 で ご あっ た ミヤ マシ ジミ 
Plebejus argyrognomon は , 最近 に な っ て その 生息 地 が 著 し 
く 減 少し て いる . 間野 ・ 藤 井 (2009) に よる と , 長野 県 の 周 
辺 県 の ミヤ マシ ジミ に つい て 言う と, 神奈 川 県 で は 1998 年 
の 記録 を 最後 に 絶 減 し た と 考え られ て お り , 群馬 県 ・ 埼 玉 
県 で は 絶滅 危 恨 1 類 , 新潟 県 ・ 岐 阜 県 で は 絶滅 危 恨 II 類 , 


廃 が 進ん で きた こと , 洪水 対策 の 進展 に より 従来 は 定期 的 
に 携 乱 され て いた 河川 環境 が 安定 化し , IR OHA BEDS 
進ん だ た め 食 草 の コマ ツナ ギ Indigofera pseudo-tinctoria が 
減少 し て し まっ た こと 等 が 原因 と し て 掲げ られ て いる (W 
BF + BFF, 2009). 


また , ミヤ マシ ジミ は, 日 本 で は , コマ ツナ ギ の み に 依 
存する 単 食性 の 種 と し て 知ら れる . 高橋 (2005a, b) は , 3 


栃木 県 ・ 静 岡 県 で は 人 準 絶滅 危 恨 と し て 掲載 され て いる . K 
野 県 で は , ミヤ マシ ジミ は 比較 的 広範 囲 に 分 布 す る も の の , 
長野 市 な ど 北 部 の 生息 地 は 絶滅 に 近い 状況 に な っ て いる . 
その 他 の 地域 で も , 生息 地 は , WISH PBAMWE LICM 
立 し て み ら れ る 程度 に まで 衰亡 し て いる . その た め , 長野 
県 レッ ド デ ー タ ブッ ク (2004) に お いて は , ミヤ マシ ジミ 
は , 準 絶滅 危 條 と し て 掲載 され て いる . 本 種 の 衰亡 の 原因 
に つい て は , 清 (1988, 1996ab), 浜 (1989), 星川 (1989), HA 
下 (1989, 1990), Kitahara et al. (1994), H F Ò (1998) が 草原 
性 の 種 に 関し て 報告 し て いる よう に , 里 地 里山 の 二 次 曹 原 
と いっ た 良好 な 自然 の 風景 地 が , 社会 ・ 経 済 状 況 の 変化 に 
より 手入れ が 行き 届か な く な り , こう し た 二 次 的 自然 の 荒 


ヤマ シジミ の 大 陸 で の 食 草 に つい て , ノ ハ ラク サフ ジ Vicia 
amurensis Oetting が 利用 され て いる こと を 報告 し , 日 本 の 
個体 群 は . ノバ ハラ クサ フジ で は 成育 し な いこ と お よび 大 陸 
の 個体 群 は コマ ツナ ギ で は 成育 し な いこ と な どか ら , 日 本 
の ミヤ マシ ジミ は , 大 陸 の 個体 群 と は 異な っ た 食性 を 有 す 
る こと 述べ て いる . 


本 研究 で は , 長野 県 長野 市 に お ける ミヤ マシ ジミ 幼虫 の 
本 来 の 食 草 で ある コマ ツナ ギ が 周辺 概ね 1 km 四方 の 踏査 
か ら そ の 生育 が 確認 で き な い 場所 を 生息 地 と する 個体 群 . 
お よび , 上 田 市 に お ける コマ ツナ ギ が 自生 し て いる 場所 を 
生息 地 と する 個体 群 に お いて 、 ミ ヤマ シミ の 産卵 生態 を 調 
査 し , 両 地区 に お いて 中 央 アジ ア 原 産 の 帰化 植物 で ある シ 
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ロバ ナシ ナガ ワ ハ ギ Melilotus officinalis alba (Fig. ) へ の 産 
卵 状況 を 確認 し , 室内 の 成育 試験 に より 当該 食 草 で 幼虫 が 
成育 で きる こと を 検証 し た . 得 ら れ た 結果 か ら , ミヤ マシ 
ジミ の 当該 食 草 へ の 産卵 に と も な う , ミヤ マシ ジミ の 生存 
に 対す る 影響 に つい て 考察 し た . 


また , シロ バナ シナ ガワ ハギ に 産卵 する 個体 群 が , 周辺 
地域 で コマ ツナ ギ に 産卵 する 個体 群 と の 類似 性 を 確認 する 
た め に mtDNA の 調査 を 行い , 長野 市 お よび 上 田 市 で 発見 
され た 別 食 草 を 食べ る ミヤ マシ ジミ の iDNA の ハ プ ロ タ 
イプ ネッ トワ ー ク 樹 を 作成 し , 両 個体 群 が 周 辺 地域 の 個体 
群 と 比較 し て 特異 な ハプロタイプ を 持つ か 否 か を 検証 し 
ye: 


材料 と 方 法 
1 調査 地 の 概要 


調査 地 は 信濃 川 水 系 の 中 流域 に あたる 長野 県 長野 市 と 
上 田 市 の 2 地点 で あり , と も に 人 の 手 が 加 えら れ 人 工 的 に 
造成 され た 荒れ 地 で ある . 調査 地 の 周 辺 は , ヤナ ギ 類 Salix 
sp., クヌギ Quercus acutissima, お よび コナ ラ Quercus serrata 
な どの 落葉 性 広葉 樹林 ( 夏 緑 林 ) が 主要 植生 で ある . また , 
本 調査 地 は 内 陸 性 気候 で あり , 冬季 の 積雪 は 少な く , 夏期 
は 比較 前 乾燥 する . 


長野 市 の 調査 地 (標高 約 300 m) (Fig. 2a) は , 2.5 km? 程 
度 の 広 さ が あり , 土壌 は 春 混 じ り の 土砂 で よく 締まっ て お 
0, 乾燥 が 著しい . 草原 の 主要 な 植生 は , ケン タッ キー31 
フェ スク な どの 人 外来 牧草 に マメ 科 の シロ バナ シナ ガワ ハ 
ギ , メド ハギ Lespedeza juncea, サン カク ゾル Vitis flexuosa, 
アカ ツメ クサ Trifolium pratense, キク 科 の オオ ブタ クサ 
Ambrosia trifida JA ÒN, まばら に 木 本 マメ 科 の ハギ 類 
Lespedeza sp. が 自生 し て いる . 上 田 市 の 調査 地 (標高 約 400 
m)(Fig. 2b) は , 道路 の 路肩 の 空地 で あり 面積 は 30 m 程度 
と 狭く , や は 0 り 乾燥 が 著しい . 砂 礁 地 に マメ 科 の コマ ツナ 
ギ や シロ バナ シナ ガワ ハギ , アカ ツメ クサ , キク 科 の ヨ モ 
ギ Artemisia indica, イネ 科 の エ ノ コ ログ サ ず サ Setaria viridis, 
木 本 の ハギ 類 が 自生 し て お り , ケン タッ キー31 フェ スク な 
どの 外来 牧草 が 生え て いる . 


2 調査 お よび 試験 方 法 
野外 調査 


調査 は , 2011 年 6 月 か ら 2012 年 6 月 に 行っ た . 長野 市 の 
調査 地 で は , 生息 地 を お よそ 1 時 間 程 度 ラ ンダ ム に 歩き 見 
か けた 成虫 の 個体 数 を 数 を えた. この 際 に 麹 の 状態 を 羽化 直 
後 か ら 縁 毛 が な く か すれ た 状態 まで を 3 ラン ク に 分 け 記 録 
Li. 長野 市 お よび 上 田 市 の 両 調査 地 に お いて , 9 月 以降 
の 秋季 に シロ バナ シナ ガワ ハギ 等 へ の 越冬 卵 を 約 1 時 間 詩 
査 し 産卵 数 を 記録 し , 翌年 3 月 に は , 第 1 世代 幼虫 の 成育 
状況 を 同じ く 両 調査 地 で 1 時 間 程 度 調査 し た . 


産卵 試験 
長野 市 ・ 上 田 市 の 他 に , これ ら と 同一 水系 (信濃 川 水系 ) 


の 生息 地 で ある 松本 市 , な ら び に, 長野 県 南部 の 天竜 川 水 
系 に あたる 宮田 村 , 長野 県 北部 の 姫川 水系 に あたる 白馬 村 
の 3 か 所 か ら , 野外 の \ 成 虫 を 2011 年 の 9 一 10 月 に 2 一 3 個 
体 を 捕獲 し , 室温 下 (概ね 平均 15*C) の 室内 に お いて 40W 
蛍光 灯 を 上 部 か ら 照 射す る リシャール 式 採卵 法 に より 成虫 
が 死亡 する まで の 間 . シロ バナ シナ ガワ ハギ へ 産卵 きせ , 
産卵 数 を 調査 し た . また , 比較 の た め に 松本 市 の 3 個体 に 
つい て , 同 法 に より コマ ツナ ギ へ の 産卵 数 を 調査 し た . 成 
虫 に は , ポカ リス エッ ト を 約 10 倍 に 薄め た 液体 を 餌 と し 
て 与え た . 


幼虫 の 成育 試験 


人 工 採卵 し , 概ね 平均 5*C の 室温 下 の 室 内 で 越冬 させ た 
長野 市 , 上 田 市 お よび 宮田 村 個 体 群 の 卵 を 時 化 さ せ , 4ー7 
月 に , 室内 の 室温 下 (概ね 平均 207C) に お いて , シャ ー レ 
内 で シロ バナ シナ ガワ ハギ を 食 草 と し て 幼虫 の 成育 状況 を 
調査 し た . 卵 の 総数 が 正確 に 把握 で き な か っ た た め , 生存 
率 は 財 化 し た 若 令 幼虫 の 数 と 羽化 し た 成虫 数 の 比 に より 算 
出し た . 幼虫 は 1 個体 ずつ シャ ー レ に 入れ , お よそ 3 日 に 
1 回 ずつ 食 草 を 交換 し た . 日 長 は 自然 と し , 夜間 の 照明 の 
影響 が 出 な いよ うに 注意 し た . 与え た 食 草 は , 庭 で 栽培 し 
た も の を 使用 し 柔らか め の 成 長 し た 葉 を 与え た . また , lt 
較 の た め に 上 田 市 の 個体 群 を 用 いて , コマ ツナ ギ を 食 草 と 
し た 場合 の 生存 率 を 調査 し た . 


mtDNA ハプロタイプ 解析 


長野 県 内 の 5 地点 (前 出 ) に お いて , 2011 年 の 9 一 10 月 
に 採取 し た 27 個体 を 用 いて , DNA 抽出 を 行っ た . サン プ 
ル は 捕獲 し た 後 , 次 を 切除 し , 胴体 を 99% エ タ ノ ー ル に 保 
存 し た . DNA 抽出 は DNeasy Blood & Tissue Kit (キア ゲン ) 
を 用 いて 胸部 の 飛翔 筋 か ら 行 っ た . Takara Ex Taq (タカ ラ 
バイ オ ) を 用 いて , mrtDNA の チト クタ クローム ・ オ キシ ダー ゼ 
I (COD) 遺伝 子 の 一 部 と NADH デヒドロ ゲ ナ ー ゼ サブ ユ 
ニッ ト $ (NDS) 遺伝 子 の 一 部 を PCR 法 に より 増幅 し た . 
PCR 反応 に 使用 し た プラ イマ ー ペ ア は , COI (Ron: 5'- GGA 
GCT CCT GAC ATA GCA TTC CC -3', Nancy: 5- CCC GGT 
AAA ATT AAA ATA TAA ACT TC -3'; Simon et al. (1994)); 
NDS (V1: 5'- CCT GTT TCT GCT TTA GTT CA -3',C2: 5'- 
ATC YTT WGA ATA AAA YCC AGC -3'; Yagi et al. (1999)) 
で ある . PCR 反応 条件 は , COLE NDS & BIZ, 98°C10 秒 , 
50°C30 秒 , 7260 秒 (30 サ イク ル ) CHA. PCR 反応 後 の 精 
製 は ExoSap-IT (GE ヘル スケ ア ) を 用 いて 行い , ダイ レク 
トシ ー ケ ンス 反応 は Big Dye Terminator v1.1 Cycle 
Sequencing Kit (アプ ライ ド ・ バ イオ シス テム ズ ) を 用 い 
て お こ な っ た . シー クエ ンス 反応 後 の 電 気 泳動 は ABI 3130 
Genetic Analyzer (アプ ライ ド ・ バ イオ シス テム ズ ) を 用 い 
て お こ な っ た . 配列 アラ イメ ント は SeqScape version 2.5 (7 
プラ イド ・ バ イオ シス テム ズ ) を 用 いて お こ な っ た . FD 
れ た デー タ セ ッ ト に 基づき ハプロタイプ 解析 を 行い , TCS 
version 1.21 (Clement et al., 2000) を 用 いて 統計 的 最 節約 不 
ットワーク を 作成 し た . 
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Fig. 1. Flowers of Melilotus officinalis alba. 





Fig. 2. a: Habitat in Nagano City. b: Habitat in Ueda City. 


Table 1. The number of adults of Plebejus argyrognomon at Nagano City. 























Observation 2011 2012 
day Jun 19 Aug7 Aug15 Sep4 Sepll Sepl7 Sep19 Sep23 Sep24 Oct8 Jun16 Jun17 Jun 23 
の 0 1A1B 6A 3(B~C) IA IC 1A IA1B 7(A~B) 0 2A 1C 1B 
= 1B 1B 1A 0 2A 3 (A~C) 3 (A~C) 4 (A-B) 1A 1B 0 0 0 
Total l 3 7 3 3 4 + 6 8 l 2 l l 


* Wing condition; A: fresh B: intermediate C: worn 





Fig. 3. Adult of Plebejus argyrognomon in Nagano City. Left: 3, Right: +, 
Under sites: Perching on the leaf of Melilotus officinalis alba. 
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Table 2. The number of eggs of Plebejus argyrognomon On each host plant at Nagano City and Ueda City. 


Observation day 


Location Host plant 


The number of eggs 


























(2011) Total Base of the plants _ Near the plants 
. Sep. 17 Melilotus officinalis alba 8 8 0 
Nagano City Sep. 24 M. officinalis alba 2 2 0 
A Oct. 2 M. officinalis alba 31 19 12 
Upda Giy Oct. 2 Indigofera pseudo-tinctoria 6 4 2 
Total 47 33 14 
結 果 室内 に お いて , シロ バナ シナ ガワ ハギ へ の 産卵 の 有無 を 調 


1. 成虫 の 発生 状況 


長野 市 の 個体 群 に お ける 成虫 の 発生 状況 を Table 1 に 示 
す . 成虫 の 確認 数 は , 年 間 を 通じ て 極め て 少な く , 最大 で 
9 月 24 日 の 8 個体 で あっ た . それ に 比較 し て , 本 来 の 食 草 
で ある コマ ツナ ギ が 自生 する 上 田 市 の 生息 地 で は ., 十 数 個 
体 が 視界 の 範囲 内 に 確認 で きた . 成虫 は , 長野 と 上 田 の 個 
体 群 と も に 6 月 中 旬 か ら 10 月 上 旬 に か け て み ら れ た . 生息 
環境 に 潜在 的 な 食 草 が シロ バナ シナ ガワ ハギ し か 確認 で き 
な い 長 野市 の 生息 地 で の 成虫 の 生態 写真 を Fig. 3 に 示す . 
他 個 体 群 と の 斑紋 の 差異 は 一 見 し た と ころ で は 認め られ な 
か っ た . 


2. シ ロバ ナシ ナガ ワ ハ ギ で の 生態 


秋季 に お ける 長野 市 と 上 田 市 の 調査 地 に お ける , RAH 
の シロ バナ シナ ガワ ハギ へ の 産卵 数 お よび 上 田 市 の 調査 地 
に お ける コマ ツナ ギ へ の 産卵 数 を Table 2 に 示す . ミヤ マシ 
ジミ の シロ バナ シナ ガワ ハギ へ の 産卵 習性 は コマ ツナ ギ へ 
の 産卵 と 同様 で あり , 直径 1 cm 弱 程 度 の 株 の 根 際 や 根 際 付 
WOR, 枯 枝 な どか ら 卵 が 見 つか っ た . 両 植物 が み ら れ 
る 上 田 市 で は , 範囲 内 に 同 程度 量 の コマ ツナ ギ と シロ バナ 
シナ ガワ ハギ が み ら れ る が , コマ ツナ ギ よ り シ ロバ ナシ ナ 
ガワ ハギ か ら よ り 多 く の 卵 が 見 つか っ た . 長野 市 お よび 上 
田 市 の 個体 群 に お ける 産卵 の 状況 を Fig. 4 に 示す . 上 田 市 
の 生息 地 で は , 産卵 株 の 根 際 に カワ ラ ケ ア リル gszxy 
sakagamii が 見 られ た た . 


越冬 後 の 5 月 に 調査 し た と ころ , 上 上 田 市 の 生息 地 に お い 
T, 昼間 に シロ バナ シナ ガワ ハギ お よび コマ ツナ ギ の 茎 か 
ら そ れ ぞ れ 1 個体 ずつ の 中 令 幼 虫 が 見 つか っ た . コマ ツナ 
ギ の 幼虫 は , 数 頭 の カワ ラ ケ ア リ が 随伴 し て いた (Fig. 5b) 
D, シロ バナ シナ ガワ ハギ か ら 見 つか っ た 1 例 の 幼虫 に は , 
アリ は 随伴 し て いな か っ た (Fig. 5a). 生息 地 の 周 辺 で は , 
アリ の 正確 な 種 の 同定 を 行っ て いな い が , カワ ラ ケ ア リ の 
他 に クロ ヤマ アリ Formica japonica, クロ オオ アリ 
Camponotus japonicus と 思わ れる 種 の 生息 は 確認 で きる . な 
B, 双方 の 幼虫 と も に 貝 体 後部 に 寄生 バエ の 一 種 の 産卵 を 
確認 し た . 長野 市 に お いて は , 3 回 ほど シロ バナ シナ ガワ 
ハギ を 調査 し た が , 幼虫 お よび 幼虫 の 食 痕 は 確認 で き な か 


っ た . 
3. シ ロバ ナシ ナガ ワ ハ ギ に 対す る 産卵 選好 性 
長野 県 内 の 3 水系 5$ か 所 の ミヤ マシ ジミ 個体 群 を 用 いて , 


査 し た (Table 3). 白馬 村 個 体 群 で は 産卵 が 確認 で き な か っ 
た が , 他 の すべ て の 個体 群 で は , 産卵 が 確認 され た . BH, 
比較 の た め に ., 松本 市 個体 群 を 用 いて , コマ ツナ ギ へ の 産 
卵 を 調査 し た 結果 . シロ バナ シナ ガワ ハギ より も よく 産卵 
する 傾向 が 見 られ た . 


4. シ ロバ ナシ ナガ ワ ハ ギ で の 成育 状況 


飼育 下 に お ける 幼 昌 の シロ バナ シナ ガワ ハギ で の 生存 率 
を Table 4 に 示す . コマ ツナ ギ に よる 飼育 で は , 得 ら れ た 若 
令 幼 虫 の 83.3% (N=6) が 成虫 に な っ た が , シロ バナ シナ が ガ 
ワ ハ ギ で は , 生存 率 が 低く 2.8% (N=36) に 留まっ た . さら 
<. 幼虫 期 は コマ ツナ ギ に よる 飼育 で は 34.6 + 2.4 (SD) 
日 間 に 対し て , シロ バナ シナ ガワ ハギ に よる 飼育 で は , 2 
個体 で 34 日 間 と 69 日間 (平均 61.5 日 間 ) と な り , 平均 で 
27 日 間 程 度 の 著しい 差 が あっ た . 幼虫 は 若 令 か ら 終 令 ま 
で , シロ バナ シナ ガワ ハギ の 葉 を 新 葉 , 旧 葉 を 問わ ず に 表 
側 あ る い は 裏側 か ら な め 食 いし た (Fig. 7). つぼ み 等 も 食べ 
た が , 特に 好 ん で いる 様子 は な か っ た . 4 月 29 日 に 若 令 幼 
虫 を 飼育 し 始め , 58 日 経過 後 の 7 月 26 日 に シロ バナ シナ 
ガワ ハギ の つぼ み を 食べ る 終 令 幼虫 を Fig.8 に 示す . 


6. FAAS EMA FEO mtDNA 遺伝 的 の 塩基 配列 の 比較 


採集 し た ミヤ マシ ジミ 27 個体 の うち CO と ND5 の 両 遺 
伝 子 の 塩基 配列 が 得 ら れ た の は 20 個体 で あっ た . CNS 
の ミヤ マシ ジミ に つい て , 計 795bp (CO/ 遺伝 子 435 bp お よ 
U ND5 遺伝 子 360 bp) の 塩基 配列 を 用 いて , ミヤ マシ ジミ 
の ハプロタイプ 解析 を お こ な っ た . その 結果 , CO/ 遺 伝 子 
の 291 番目 (G/A) と 408 番目 (A/G) お よび ND5 遺伝 子 の 83 
番目 (AG) に 塩基 置換 が み ら れ た (Table 5). すべ て の 塩基 
置換 は コドン の 第 3 ポジ ショ ン で あり , アミ ノ 酸 置換 を 伴 
わな い 同 義 置換 で あっ た . これ ら の 塩基 配列 デー タ に 基 づ 
き 統計 的 最 節約 ネッ トワ ー ク を 作成 し た 結果 , 795 塩基 の 
内 1 一 3 塩基 が 異な る 3 つの ハプロタイプ が 得 ら れ た (Fig. 
9). 


今回 得 ら れ た 3 つの ハプロタイプ は 長野 県 内 に お いて 特 
徴 的 な 分 布 を 示し た : ハプロタイプ a は 白馬 村 (姫川 水系 ) 
に 固有 で あっ た : ハプロタイプ b は 長野 市 , 上 田 市 か ら 松 
本 市 (信濃 川 水系 ) まで 広い 分 布 を 示し た : ハプロタイプ 
c は 宮田 村 (天竜 川 水 系 ) に 分 布 し て いた (Fig. 9). 宮田 村 
は 1 個体 の み で は ある が , すべ て の 地点 で 単 一 の ハ プ ロ タ 
イプ が 分 布 し て いた . 
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Table 3. The number of eggs of Plebejus argyrognomon On different food plants in plastic container. 

















Sampling site Number of Number of individuals Number of < 

Location Fost pign samples ( そ ) (a) laying eggs (b) (Da) eggs (c) (cya) min max Suey Benda) 
Nagano City 2 2 1.00 41 20.5 7 34 Sep.1 4~15 
Ueda City f 4 3 0.75 31 78 0 12 Sep. 26~29 

3 Melilotus 

Matsumoto City Sficinalis alba 5 3 0.60 20 40 0 12 Sep. 4~5, Sep.18~23 
Hakuba village 4 0 0.00 0 0.0 0 0 Sep.18~23 
Miyada village 5 2 0.40 26 52 0 16 Oct.3~7 
Masumoto Giy: の の 3 2 067 64 23 0 16 Sep.4~8 


pseudo-tinctoria 


Table 4. Survival rates and developmental periods of larvae and pupae of Plebejus argyrognomon on different host plants. 




















The n T . : ・ 2 Sex of 
SBIN - Host plait ‘of the an Last inster Pupation emergence Lanval parioa a Kupa period SA emergence 
instar larvae larvae (b) (c) MeantSD (pb)y(a) MeantSD (cy/(a) 2/* 
(a) (days) (days) 
Nagano City ee = 20 1 1 1* ー = 5.0 11 = 5.0 1/0 
Ueda City aficinalis alba 30 3 1 0 61.50 33 ー 0.0 ー 
Miyada village 6 1 1 1 (54, 69) 16.7 8 16.7 0/1 
Ueda City ABO 6 5 5 5 34.60+2.42 83.3 940+1.20 833 0/5 


pseudo-tinctoria 


* Abnormal emergence 


考 g 
1. ミ ヤマ シジミ 幼虫 食 草 と し て の シロ バナ シナ ガワ ハギ 


現地 の 踏査 で 確認 し た と ころ で は , 長野 市 の 生息 地 に つ 
いて は , 本 来 の 食 草 で ある コマ ツナ ギ は 自生 し て お ら ず , 
年 間 を 通じ て 成虫 が み ら れ る こと か ら , シロ バナ シナ ガワ 
ハギ の み を 食 草 と し て 世代 交代 を 行っ て いる も の と 考え ら 
れる . し か し , シロ バナ シナ ガワ ハギ を 食べ た 場合 の 生存 
率 は , 飼育 実験 下 で は コマ ツナ ギ を 食べ た 場合 と 比べ て . 
著しく 低く , 極端 な 成長 阻害 が 認め られ た . これ ら は , 飼 
育 実験 下 で の 結果 で あり , 今後 野外 個体 群 で の 詳細 な 調査 
が 望ま れる . また , サン プル 数 が 少な いた め , 白馬 村 個 体 
群 の 産卵 有無 や 野外 で の 確認 調査 を 含め . より 詳細 な 調査 
が 望ま れる が , 調査 し た 3 水系 3 個体 群 は , 飼育 下 で は , A 
馬 村 (姫川 水系 ) 個体 群 を 除き , シロ バナ シナ ガワ ハギ へ 
の 産卵 が 確認 され た . 


ミヤ マシ ジミ は , ユー ラ シ ア 大 陸 に 広く 分 布 する 種 で , 
シロ バナ シナ ガワ ハギ が 中 央 アジ ア 原 産 の 帰化 植物 で ある 
こと か ら , 大 陸 で は , ミヤ マシ ジミ の 食 草 と し て 利用 きれ 
て いる 可能 性 が あり 調査 する 必要 性 を 感じ る . 


2. シ ロバ ナシ ナガ ワ ハ ギ を 食す る 個体 群 の 遺伝 的 特性 


シロ バナ シナ ガワ ハギ を 食べ る 長野 お よび 上 田 市 の 個体 
群 は , 同一 水系 に 属す る 松本 市 の 個体 群 と 同一 の ハ プ ロ タ 
イプ で あっ た . この 結果 は , 対象 の 個体 群 が 水 系 外 も し く 
は 国外 か ら の 移入 個体 で は な く 在 来 の ミヤ マシ ジミ で あ 
り , 在 来 個 体 が まだ 不 十分 な 適応 状態 な が ら も 食 草 の 範囲 
を 拡大 し た 可能 性 を 示唆 する . し か し , 本 研究 の ハ プ ロ タ 
イプ 解析 は 国内 の 個体 群 の み の 比較 で あり , さら に , ミト 


コン ドリ ア 遺 伝 子 の み を 用 いた も の で ある こと か ら , 当該 
個体 群 が 移入 個体 で は な いと 完全 に 断定 する こと は 難し 
い . な ぜ な ら , mDNA は 母系 遺伝 する た め , 在 来 個体 の 雌 
と 移 人 個体 の 雄 が 交雑 し た 場合 , 移入 個体 の ヵ DNA は 在 
来 個 体 の も の と 置換 し て し まう こと に な る か ら で あ る (Sota 
and Vogler, 2001; Linnen and Farrell, 2007). © 7 LU72 mtDNA 
DZE, mDNA と 核 DNA の 両方 に 起こ る が , 両性 遺伝 
で 組み 換え が 起こ る 核 DNA で は 浸透 し た DNA が 世代 を 繰 
り 返 すご と に 減少 する . 


こう し た こと か ら , 今後 は , 国内 外 の 個体 群 と の 比較 を 
進め る 必要 が ある うえ に , mDNA だ け で な く 核 DNA を 合 
め た 複数 の 遺伝 子 を 用 いて , DNA 解 析 を お こ な う こと が 望 
まし い . 


な お , 当該 個体 群 が 外国 か ら の 移入 で は な いと 考え る 根拠 
ELT, 高橋 ら (2007) は , 韓国 産 の ミヤ マシ ジミ と 日 本 産 
の ミヤ マシ ジミ と の 間 で 卵 の 精 孔 周辺 の 形態 に 差異 が ある 
こと を 報告 し て いる が , 長野 市 個体 群 の 人 工 採 卵 し た 卵 
(Fig. 6) の 精 孔 周 辺 の 模様 は , 日 本 産 に 類似 し て いる . 


3. 植物 の 帰化 と チョ ウ の 保全 


帰化 植物 で ある シロ バナ シナ ガワ ハギ を 食 草 と する 長野 
市 の 個体 群 で は , 過去 の 採集 記録 ( 田 下 ら , 1998) に よる 
と , 今 か ら 60 年 前 の 1951 年 頃 に ミヤ マシ ジミ の 生息 が 確 
認 き れ て いる . COR, 現地 は , ニセ アカ シア や イタ チ ハ 
ギ な どの 木 本 類 や シロ バナ シナ ガワ ハギ , 各種 牧草 類 な ど 
の 帰化 植物 を 主 と し た 植生 へ と 変わ り , コマ ツナ ギ は 見 ら 
れ な く な っ た . こう し た 環境 の 中 で , シロ バナ シナ ガワ ハ 
ギ を 食べ て 細々 と 生存 し て きた も の と 推測 さき れる. ミヤ マ 
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Fig. 5. a: Middle aged larva of Plebejus argyrognomon 
on the stem of Melilotus officinalis alba. Ueda 
City, May 6, 2012, attacked by parasitic fly. b: 
Middle aged larva of Plebejus argyrognomon on 
the stem of Indigofera pseudo-tinctoria. Ueda City, 
May 6, 2012, attacked by parasitic fly. Three ants, 
Lasius sakagamii, landed on the larva. 


Fig. 4. a: Egg laid on the base of Melilotus officinalisalba 
in Nagano City. b: Four Eggs laid on the base of 
Melilotus officinalis alba in Ueda City. 





Figs 6-8. 6: Egg experimentally laid by the adult of Plebejus argyrognomon from Nagano City. 7: Leaf of 
Melilotus officinalis alba eaten by an early aged larva of Plebejus argyrognomon. 8: Last instar larva 


of Plebejus argyrognomon from Miyada village eating Melilotus officinalis alba. 
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ミヤ マシ ジミ 
ハプロタイプ ネッ トワ ー ク 樹 白馬 
CO1+ND5 





ERR 





長野 


Fig. 9. Network of haplotype of Plebejus argyrognomon. Size Of circule and the number indicate the number 
of sample. The same color indicates haplotype. One line indicates one alignment. 


Table 5. Base sequence alignment of Plebejus argyrognomon (only a site with base exchange is a notation). 








f COI (453 bp) NDS (360 bp) 
Location Haplotype 501 # 408* 83% 
Hakuba A G A A 
Nagano, Ueda, Matsumoto B A A G 
Miyada C A G G 





* Acccession Number 


シジミ が , 種 を 繋い で きた こと は 幸運 で も あっ た が , シロ 
パナ シナ ガワ ハギ へ の 産卵 の 誘発 と 飼育 下 で は ある が 生存 
率 の 低 さ を 考え る と , シロ バナ シナ ガワ ハギ の 存在 は . 現 
時 点 で は , ミヤ ママ シジミ の 生存 に 負 に 働い て いる も の と 考 
えら れる . 


外来 種 に よる 生態 系 へ の 影響 に つい て は , 従来 , 在 来 種 
と の 間 で 生存 競争 を 引き 起こ し た り , 在 来 種 を 捕食 し 直接 
的 に 減少 させ た り , さら に は , 近似 の 在 来 種 と 交配 し 遺伝 
子 の 混乱 を 招く こと な ど が , 従来 か ら 懸 念 さ れ て いる ( 環 
ma) が , 今回 は , 外来 種 へ 寄主 範囲 の 拡大 を 引き 起こ す 
こと に より 間接 的 に ミヤ マシ ジミ の 生存 に 影響 を 与え て い 
る 可能 性 が 大 きい こと が 判明 し た . 

最近 に な っ て ., 帰化 植物 の シロ ツメ クサ Trifolium repens 
L. を シル ビア シジミ Zizina otis の 幼虫 が 食べ て いる 例 (中 
HS - H, 1988) や 同じ く ア レナ チ ケツ メイ Chamaecrista 


nictitans を ツマ グロ キチ ョ ウ Eurema laeta の 幼虫 が 食べ て 
いる 例 (渡邊 、2011) が 報告 きれ て お り , 現時 点 で は , Æ 
息 数 の 増加 に つなが っ て いる . 


また . 最近 , 法 面 の 緑化 に 用 いら れる 日 本 の コマ ツナ ギ 
と 同属 の 中 国 原 産 の トウ コマ ツナ キ ギ Indigofera bungeana に 
より 飼育 下 に お いて ミヤ マシ ジミ が 問題 な く 順 調 に 成育 す 
る こと が 報告 され て お り (Koda, 2011), 実際 に 静岡 県 安倍 
川 で は , 野外 で トウ コマ ツナ ギ に 産卵 し , 幼虫 が 成育 し て 
いる こと が 報告 され て いる (Ueyama, 2012). 


一 方 で , 今回 の 事例 や トウ コマ ツナ ギ も 食 草 と する 安倍 
川 流域 の 個体 群 に お いて も , 個体 数 減少 が 認め られ て お り 
(天野 , 2005), Ueyama (2012) も トウ コマ ツナ ギ で の 成育 に 
つい て , 良好 な 状況 で ある の か 疑問 を 星 し て いる . Ek, 
ミヤ マシ ジミ は , アリ と 密接 な 関係 を も ち つ つ 共 生 し て い 
る (vee, 2006) こと が 知ら れ て いる が , シロ バナ シナ が ガ 
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ワ ハ ギ 上 で 見 つか っ た 幼虫 に は 1 例 の み の 観 察 で あり 信頼 
性 が 低い も の の 全く アリ が 随伴 し て お ら ず , アリ に よる 外 
敵 か ら の 防衛 が 期待 で き な い . この よう に , 帰化 植物 へ の 
食 草 の 転換 は , 大 きく その 個体 群 の 生態 に 影響 を 与え て い 
る 可能 性 が あり , 将来 的 に 寄主 範囲 の 拡大 を 起こ し た 個体 
群 の 動態 に どの よう に 影響 する か , 慎重 に 調査 する 必要 が 
HS. と りあ え ず , 長野 市 で 見 つか っ た 列 植物 を 食 草 と す 
る ミヤ マシ ジミ 個体 群 の 生息 地 に お いて は , 早急 に 在 来 の 
食 草 で ある コマ ツナ ギ を 近隣 の 地域 か ら 現 地 に 復元 する こ 
と が 望ま れる . 
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dil 


Summary 


A threatened lycaenid butterfly, Plebejus argyrognomon is known 
to be monophagous on Indigofera pseudo-tinctoria in Japan. In 
Nagano City and Ueda City, Nagano Prefecture, P. argyrognomon 
was observed to lay eggs on and feed on the non-native host plant, 
Melilotus officinalis alba, which has naturalized from Central 
Asia to Japan. Larvae reared on M. officinalis alba were capable 
of being reared to adult stage by indoor breeding. The mtDNA of 
P. argyrognomon was investigated to check whether or not the 
population which laid eggs on M. officinalis alba might be the 
same as the population which laid eggs to I. pseudo-tinctoria in 
the surrounding area. Results showed that the population which 
fed on M. officinalis alba had the same haplotype as the population 
of Matsumoto City belonging to the same drainage system. On 
this basis, it appears probable that the population which fed on 
M. officinalis alba is not a population introduced from other areas. 
In indoor breeding, the survival rate was 2.8% reared on M. 
officinalis alba and 83.3% on the native host, Indigofera pseudo- 
tinctoria. Furthermore, the developmental period from the early 
larval stage to the pupa was 61.5 days (n=2) reared on M. officinalis 
alba and 34.6+2.4 days (n=5) on I. pseudo-tinctoria. These results 
suggest that the invasion of M. officinalis alba might reduce the 
survival rate of P. argyrognomon. 
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